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指導資料 社 会 第118号
－中学校・特別支援学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成24年４月発行

中学校社会科における授業改善に生かす学習評価の在り方

－「社会的な思考・判断・表現」の評価を中心に－

学習指導要領の改訂に伴い，平成22年３月

24日に中央教育審議会において「児童生徒の

学習評価の在り方について（報告）」（以下

「報告」という）がまとめられた。

「報告」においては，評価の観点に関する

考え方が示され，「学力の３要素」と「学習

評価の４観点」に関する考え方が図１のよう

に整理された。

図１ 「学力の３要素」と「学習評価の４観点」

また，基礎的・基本的な知識，技能の習得

とこれらを活用する思考力・判断力・表現力

等の育成のバランスを重視しながら伸ばして

いくとともに，学習意欲の向上を図るという

改訂の趣旨を反映し，学習指導と学習評価の

一体化を更に進めていくことが示された。

そこで，本稿では，中学校社会科において，

評価が「円滑に実施できている」という教師

の回答が10.1％と最も少なかった(｢学習指導と学習評

価に対する意識調査｣平成21年度文部科学省委託調査)「社会的な思考・

判断・表現」に関する評価の観点について，

その趣旨や評価の在り方を具体例を挙げなが

ら述べる。

１ 評価の観点と趣旨

学習指導要領における評価の観点及びそ

の趣旨については，文部科学省通知「小学

校，中学校，高等学校及び特別支援学校等

における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について」（平成22年５月）の中

で示された。表１は，中学校社会科の評価

の観点とその趣旨を整理したものである。

表１ 中学校社会科の評価の観点・趣旨

観 点 趣 旨

社 会 的 事 象 社会的事象に対する関心を高

へ の 関 心 ・
め，それを意欲的に追究し，より

意欲・態度 よい社会を考え自覚をもって責任

を果たそうとする。

社会的事象から課題を見いだ

社 会 的 な 思
し，社会的事象の意義や特色，相

考 ・ 判 断 ・ 互の関連を多面的・多角的に考察

表現
し，社会の変化を踏まえ公正に判

断して，その過程や結果を適切に

表現している。

資 料 活 用 の
社会的事象に関する諸資料から

技能
有用な情報を適切に選択して，効

果的に活用している。

社 会 的 事 象 社会的事象の意義や特色，相互

に つ い て の の関連を理解し，その知識を身に

知識・理解 付けている。

（ は，変更部分で筆者記入）
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表１に示したとおり，中学校社会科では，

これまでの「社会的な思考・判断」が「社

会的な思考・判断・表現」に，同じく「資

料活用の技能・表現」が「資料活用の技

能」に整理された。これは，内容等に即し

て思考・判断したことをその内容を表現す

る活動と一体的に評価することを明確にす

るとともに，「社会的な思考・判断・表

現」における「表現」との混同を避けるた

めである。

２ 「社会的な思考・判断・表現」の評価

(1) 「社会的な思考・判断・表現」の観点

について

この観点は，知識，概念や技能を活用

して課題を解決すること等のために必

要な思考力・判断力・表現力等を生徒

が身に付けているかどうかを評価する

ものであり，表１に示した趣旨を踏ま

えて行うことが求められる。

社会的事象から課題を見いだし，思考・

判断したことは，「話す」，「書く」

などの言語活動等で表現される。この

言語活動等を通して評価することを意

図した観点である。

評価に当たっては，生徒が思考の過

程や結果を他者に分かりやすく表現し

ているかということだけでなく，課題

に対して，何を根拠にどのように考え，

思考を深めたのかということを継続的

に捉えるような，質的な評価が必要で

ある。そこで，当教育センターでは

「社会的な思考・判断・表現」の評価

規準に加え，目標の達成の度合いを判

断するための目安として「判断の要

素」や「判断基準」を設定して評価の

研究を進めることとした。

(2) 「社会的な思考・判断・表現」の具体

的な評価の進め方

「社会的な思考・判断・表現」の評価

は，図２のような手順で進め，指導と評

価の一体化を図っていくことが考えられ

る。

図２ 評価の進め方の例

そこで，図２の手順の中から，「評価

規準」と「判断の要素」，「判断基準」

及び「表現例」の設定について具体的に

述べる。

ア 「評価規準」の設定

評価規準とは，学習指導要領の目標や

内容に準拠して「おおむね満足できる」

と判断できる生徒の学習の状況を示した

ものである。つまり，「生徒に何を身に

付けさせたいのか」といった目標の質的

な拠り所を示したものである。したがっ

て，その設定に当たっては，単元の目標

学習指導要領の目標・内容，生徒
の実態，前単元までの学習状況を踏
まえる。

評価規準を設
定する

４観点において評価の観点の趣旨
と目標を踏まえ，「おおむね満足で
きる」生徒の状況を示す。

判断の要素及
び判断基準，
表現例を設定
する

４観点のうち，「思考・判断・表
現」の評価規準の要素を分析し，ど
んな評価資料を基にどのような目安
で評価するか考える。

評価規準を指
導と評価の計
画に位置付け

評価の時期や評価方法を位置付け
る。

評価と指導を
行う

学習状況を把握し，補充・深化指
導を行う。

観点ごとに総
括する

評価資料や評価結果などを基に観
点ごとに総括する。

単元の目標を
設定する
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は何であるのかを明確にした上で，生徒

の学びの姿で設定することが必要である。

イ 「判断の要素」，「判断基準」及び「表

現例」の設定

授業者は，生徒が目標を達成するための

評価規準に到達しているかどうかを判断す

る必要がある。そのため授業者は，あらか

じめ「評価規準」を分析し，「判断の要素」

（評価規準で設定された生徒の「思考・判

断・表現」の学習状況を，より分析的に表

したもの）と「判断基準」（判断の各要素

を，「おおむね満足できる」具体的な状況

で表したもの）を明確にしておくことが必

要である。

「判断の要素」と「判断基準」の設定に

ついては，「評価規準」を基に，次の二つ

の視点を踏まえて設定することがことが考

えられる。

<視点１> 習得すべき基礎的・基本的な知識，概

念や技能を活用しているか。

<視点２> 社会科における「説明」，「論述」な

どの言語活動の視点を踏まえているか。

また，生徒の思考過程の一部は，習得す

べき基礎的・基本的な知識，概念や技能を，

どのように活用しているかを把握すること

で，見取ることができる。社会科において

は，「説明」，「論述」で表現したことを

基に見取ることが考えられる。その際，次

のような内容を踏まえることが大切である。

「説明」 事象の特色について「比較」を通し

て説明している。

事象間の関連について「原因－結果」，

「目的－手段」で説明している。

「論述」 社会的事象についての自分なりの考

えを，各種の資料等を根拠に論述して

いる。

「表現例の設定」については，「判断基

準（Ｂ）」を基に「学習課題」を踏まえて

設定することが大切である。「おおむね満

足できる（Ｂ）」状況の生徒の具体的な姿

を想定することで，指導と評価の一体化を

図ることができる。

３ 具体例

ここでは，公民的分野「民主政治と政治

参加」における実践（志布志市立松山中学

校 隈元良仁教諭）を基に「評価規準」や

「判断基準」等の設定例を紹介する。

(1) 「評価規準」の設定例

○ 議会制民主主義を支える国民の政治参加について，関心を持ち，積極

的にかかわっていこうとする態度を育てる。

（社会的事象への関心・意欲・態度）

○ 民主政治と政治参加について，国や地方公共団体の課題を見いだし，選

挙制度や政治参加の仕組みについて多面的・多角的に考察させ，望ましい

政治参加の在り方について自分の考えを表現させる。

（社会的な思考・判断・表現）

○ 民主政治と政治参加に関する様々な資料を新聞やインターネットなどか

ら収集し，必要な情報を適切に選択し，読み取り，図表にまとめさせる。

（資料活用の技能）

○ 民主政治と政治参加の基本的な考え方，政治の仕組み，政党の役割，多

数決の原理と公正な裁判の保障などについて理解させる。

（社会的事象についての知識・理解）

単元の目標

社会的事象への
関心･意欲･態度

社会的な思考･判断･
表現

資料活用の技
能

社会的事象につい
ての知識･理解

① 国や地方
公共団体の
政治に対す
る関心が高
ま・・・。

② 民主政治
の基本的な
考え方と，
国や地方公
共団体の政
治の仕組み
について意

欲・・・。

① 選挙は，主権
をもつ国民の意
思を政治に反映
させるための主
要な方法であっ
て，議会制民主
主義を支えるこ
とを踏まえ，主
体的に政治に参
加することの意
義について過程
や結果を適切に
表現している。

① 国や政
党，地方
公共団体
の政治の
仕組みに
関する資
料収集し
ている。

② 収集し
た資料の
中から，
自らが自
ら・・・。

① 多数決が民
主的な方法と
して用いられ
るには説得と
討論が必要で
多数決が公正
に運用される
ため・・・。

② 日本の選挙
の特色や課題
を理解し，ま
とめている。

単元の評価規準

１ 目標

(2) 民主政治の意義，国民の生活の向上と経済活動とのかか

わり及び現代の社会生活などについて，個人と社会とのか

かわりを中心に理解を深め，現代社会についての・・・

２ 内容

(3) 私たちと政治

イ 民主政治と政治参加

地方自治の基本的な考え方について理解させる。・・・

また，・・・議会制民主主義の意義について考え・・・。

さらに，国民の権利を守り・・・民主政治の推進と，公正

な世論の形成や国民の政治参加との関連について考えさせ

る。その際，選挙の意義について考えさせる。

学習指導要領
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(2) 「判断の要素」の設定例

単元の評価規準をより具体化した一単

位時間の「評価規準」を分析し，①「選

挙の意義」，②「『権利』『公正』の鍵

概念」という知識･概念に加え，③「イメー

ジマップの活用」という技能の活用とい

う要素を設定する。さらに①～③の要素

を踏まえて論述するという言語活動の

「論述」の要素を設定する。

(3) 「判断基準（Ｂ）」の設定例

まず，「判断の要素」である「知識，

概念や技能の活用」に係る①～③の要素

を基に「判断基準（Ｂ）」を設定する。

①の「選挙の意義」に関しては，「国民

の意思を選挙に反映させるための重要な

方法であることを捉えている。」などの

尺度である。

次に，「①～③の要素を踏まえ，自分

（志布志市立松山中学校 隈元 良仁 教諭の実践を基に作成）

判断の要素

知識，概念や技能の活用

社会科における言語活動
(論述)

判断の要素の設定
評価規準を分析し，規準を
満たす要素

選挙の意義について,

選挙制度の変化に伴

う国民生活の変化等

を整理したイメージ

マップを基に考え，

「権利」「公正」な

どの鍵概念を用いて，

論述している。

評価規準評価規準

判断の要素

表現例

判断基準

「論述」
（事象についての自分の考え）

①選挙の意義

②「権利」「公正」の鍵概念

③イメージマップの活用

判断基準（Ｂ）の設定
判断の要素を基に、おおむね
満足できる状況として具体的
に示した尺度

社会科における言語活動
(論述)

判断の要素 判断基準（Ｂ）

・国民の意思を選挙に反映させる
ための重要な方法であることを
捉えている。

・選挙は主体的に政治に参加でき
る権利であることを捉えている。

・選挙には公正さが必要であること
を捉えている。

①～③を踏まえて自分の考えを論
述している。

評価規準

判断の要素

判断基準

表現例 「論述」
（事象についての自分の考え）

①選挙の意義

②「権利」「公正」の鍵概念

③イメージマップの活用

知識，概念や技能の活用

・議会制民主主義を支える手段
であることを捉えている。

・イメージマップを活用して考えてい
る。

の考えを論述している。」という言語活

動の「論述」の尺度を設定する。

(4) 「生徒の表現例」の設定例

(3)の「判断基準（Ｂ）」を踏まえて，

学習課題「選挙は，なぜ行われるのだろ

うか」について，予想される「生徒の表

現例」を表したものが次である。

「評価規準」を基に「判断の要素」，

「判断基準」及び「表現例」を設定する

ことで，より的確に評価をすることがで

きる。そして，（Ｃ）状況の「努力を要

する」生徒に対しては，「判断基準（Ｂ）」

を基にした補充指導を行い，（Ｂ）状況

の「おおむね満足できる」生徒に対して

は，「判断基準（Ａ）」（「判断基準

（Ｂ）」を踏まえたプラス要素）を基に

して深化指導を行うなど，より適切な指

導が可能になる。

これまで，中学校社会科における「社会的

な思考・判断・表現」の評価について，「評

価規準」や「判断基準」等の設定を中心に述

べてきた。今回の例を一つの参考として，学

習指導要領に示された内容が確実に生徒の身

に付くように，評価を授業改善に生かしてほ

しい。

選挙は，主体的に政治に参加するための権利で

あり，議会制民主主義を支える手段として，国民

の意志を政治に反映させるために行われる。その

ため，選挙権は，財産や性別に関係なく公正に一

人に一票を与え，投票の秘密も守られなければな

らないと思う。
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